
主催：NPO法人ゆう 

後 援 ：豊川市  （社）豊川市社会福祉協議会  愛知県自閉症協会つぼみの会  あいちＬＤ親の会かたつむり   

伊藤あづささん 

（宮城県仙台市） 

中谷正恵さん 

（大阪府堺市） 

丸岡玲子さん 

（香川県丸亀市） 

荻野ます美 

（聞き手） 

いろいろな暮らし方がある。本人の望む暮らしを実現するために、親や支援者に出来ることは何

だろう？ 

今まさに、自閉症のあるお子さんの想いに寄り添い、本人の望む暮らしを模索中の3人のお母さ

ま方に、今の暮らしの様子や親としての想いを伺い、みなさまと共に考えていきたいと思います。 

 

 公開座談会 『親の想い』 
 

 
 

第２部 
13：15～14：45 

伊藤あづささん、丸岡玲子さん、中谷正恵さん （聞き手:荻野ます美） 

会場のみなさんの質問にお答えしながら、親としての想いを語って

いただきます。 

      

ぼくたち私たち、こんな風に暮らしています 
丸岡宣博さんの母 

玲子さん（丸亀市） 

中谷亜希さんの母 

正恵さん（堺市） 

伊藤幸太朗さんの母 

あづささん（仙台市） 

いろいろな 暮らし方をしている方の お母さまに、お話ししていた

だきます。（詳しくはうら面をご覧ください。） 

第１部 
10：30～12：30 

              
                        

 
 

 
 

豊田和浩 

第３部 
15：00～16：00 

NPO法人ゆう理事長 豊田和浩 

「ありのままに自分らしく生き、ありのままに自分らしく逝く」を実現するために、これ 

から ゆうは何をどう支援していくのか。 

ゆうが今後どう事業展開していくのかをお聞きください。 
 

「ありのままに自分らしく暮らす」を実現するために 

        ～ゆうの考える暮らしのイメージ～ 
 

  日にち 平成28年2月14日（日）＊開場 10：00 

場 所 豊川市音羽文化ホール（ウインディアホール） 
 

   

参加費 ゆう会員 ￥1,500  非会員 ￥3,000 

定 員 300名 

〒441-0292 豊川市赤坂町松本250番地 ☎ 0533-88-8010 

※ 参加票はありません。 

  参加費は当日、受付にてお支払いください。   
＊お申込みは、ウラ面をご覧ください。 



　ふりがな

緊急時連絡先電話番号（　　　　　　　　　　　　　）
　ふりがな

　ふりがな

　ふりがな

お住まいの市町

１
代表者

2

3

4

氏　　名 会員の有無

当事者・家族・支援者・行政
その他(　　　　　　　　　)

当事者・家族・支援者・行政
その他(　　　　　　　　　)

当事者・家族・支援者・行政
その他(　　　　　　　　　)

会員・非会員

会員・非会員

会員・非会員

会員・非会員

お立場

当事者・家族・支援者・行政
その他(　　　　　　　　　)

 
 
 

E-mailの方は件名を「ありのままに自分らしく暮らす」として、

下記FAX用申込みフォームの内容をご送信ください。 

 E-mail ：npoyou2.14@gmail.com 

 FAX    ：0533-65-8326 

●お問い合せ：NPO法人ゆう  〒442-0066 豊川市金屋元町一丁目60番地1 

                            TEL：0533-65-8325（平日9:00～17:30） 担当：柴田・中村 

地域生活支援フォーラム「ありのままに自分らしく暮らす」                   

ＦＡＸ用 申込みフォーム 

▼申込みはこちらへ▼ 

 
 

○参加申込方法 

 
 

丸岡宣博さん（34歳） 

自宅近くに両親用の家を購入。自宅で本人が暮らしやす

いようにヘルパーさんを利用しながらご本人の望む生活を

構築中。 
「子どもは家から巣立つ」ではなく、

20年も住み慣れてスケジュールも

暮らしも安定している自宅をカレの

住処にすると言う発想は、私たちを

とても楽にしてくれました。私たちは

静かに徐々に彼の前からフェイドア

ウトすることができます。 

そして、『自宅でいいんだ・・・』と

いう発想が、拡がればいいなと

思います。   

                 （母:丸岡玲子） 

中谷亜希さん（26歳） 

自宅で母と暮らしながら、ご本人のより細かい表出の仕方を

追求し、本人にとっての生活の質を高めることに取組んでい

る。 食生活の改善にも取り組み、1年かけて14Kgの減量にも

成功 (*^^)v 

中学校卒業後、高校へは進

学せず、集団よりも個を保障

する事を積極的に選択し、在

宅支援をはじめました。 
 
娘が、どうすればより主体的

に生きられるのかを考え、

PECSを軸に表出を広げてい

ます。 

現在、10年間の在宅から、新たなステー

ジに移行するために、生活の場所も変

えて、母娘2人暮らしを開始。作業所にも

通い始めました。 

                （母:中谷正恵）  

知的障害のある自閉症の息子は、支援学校高等部卒業後住み慣れた仙台の

街を離れひとり大阪へ…シェアハウスでBoddyのお兄さんと暮らしながら、福祉

サービスと私的サービスを組合わせ、「本人らしい」暮らしを実現させています。 

伊藤幸太朗さん（20歳） 

"成人期も家族と一緒に暮らし、やがてわが家をグループホームにして…と、"息子の

安定・安心をそうイメージしていた二年前。フト心によぎりました。"このままお母さんと

ずっと一緒って、本当に良いの？" 

家族と一緒だった18歳までの生活が、親亡き後も「当たり前」に続くことを願い「ぷち

独り立ち」を決断。障害の有無に関わらず「人」として尊重し合える人たちに囲まれて、

本人らしく「明るく能天気で素敵な自閉症の青年」になりました。   （母:伊藤あづさ） 
 

 
お電話・FAXでもお申込みいただけますが、出来る限りE-mailでお願いします。 

参加票はありませんので、当日受付にお越しください。 

FAXの方は、定員を超えてしまった場合のみ、折り返しのご

連絡をさせていただきます。 

 

てくれる若き支援者たちに背中

を押されっぱなしの母ですが、

彼らの知恵と支援を借りながら、

幸せに暮らし続けて欲しいです。 

両親よりもノブの将来を真剣に考え 


